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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済政策及び金融政策により、企業業績や雇用

情勢が緩やかに回復しております。中国や新興国の景気の下落リスクや地政学リスクが存在しているものの、企業

の設備投資の動きが広がりを見せていることや、訪日外国人の消費が大きく増加しており、全体として緩やかな回

復基調で推移しております。

 このような環境の下、当社は「公正な不動産投資市場の構築」をビジョンとして、不動産投資ポータルサイト

「楽待」を運営してまいりました。

 

 「楽待」では、「楽待」を利用しての成約事例の充実や「楽待新聞」やメールマガジンを通じて不動産投資家へ

の有益なコンテンツの提供を引き続き行ってまいりました。特に「大家さんの味方」では、リフォーム会社等、大

家さんの多くの成約事例を掲載することができ「楽待」の利用価値が増加しております。この結果、平成28年７月

期第１四半期は2,245万PV（前年同期比82.8%増）、第２四半期は2,332万PV（前年同期比76.0%増）、第３四半期は

2,518万PV（前年同期比42.1%増）となりました。また、投資用不動産情報サイトランキングで「ウェブサイトの使

いやすさ」「情報量とコンテンツ」「便利な機能・サービス」の３カテゴリで第１位を獲得したほか、３年連続総

合第１位を獲得いたしました（モーニングスター株式会社ゴメスコンサルティング事業部調べ）。

 これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は、901,609千円（前年同期比38.6%増）となり、営業利益は

406,926千円（前年同期比13.2%増）、経常利益は387,439千円（前年同期比11.1%増）、四半期純利益は247,821千円

（前年同期比15.0%増）となっております。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期会計期間末の総資産は2,259,387千円となり、前事業年度末と比較して459,630千円の増加となりま

した。その主な要因は、以下のとおりであります。 

 

（流動資産）

 当第３四半期会計期間末の流動資産は2,096,207千円となり、前事業年度末と比較して473,870千円の増加となり

ました。これは主に、現金及び預金が424,421千円の増加、売掛金が56,067千円増加したこと等によるものであり

ます。

 

（固定資産）

 当第３四半期会計期間末の固定資産は163,179千円となり、前事業年度末と比較して14,240千円の減少となりま

した。これは主に、有形固定資産が2,972千円の減少、無形固定資産が2,830千円の増加、敷金が8,549千円の減

少、繰延税金資産が5,549千円減少したこと等によるものであります。

 

（流動負債）

 当第３四半期会計期間末の流動負債は463,114千円となり、前事業年度と比較して209,938千円の増加となりまし

た。これは主に,未払費用が11,983千円の減少、預り金が324,332千円の増加、未払法人税等が70,190千円の減少、

未払消費税等が11,016千円の減少、前受金が10,310千円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

 当第３四半期会計期間末の純資産は1,796,272千円となり、前事業年度末と比較して249,691千円の増加となりま

した。これは主に、利益剰余金が247,821千円増加したこと等によるものであります。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年７月期通期の業績予想につきましては、平成27年９月14日公表の通期業績予想に変更はありません。

 なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。
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（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 当事業年度より、平成28年度の法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後取得する建物付属設備及び構築物

の減価償却費の計算方法については、定額法によっております。

 なお、この変更による影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（平成27年７月31日） 

当第３四半期会計期間 
（平成28年４月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,445,910 1,870,332 

売掛金 151,556 207,624 

貯蔵品 74 93 

前払費用 9,729 8,162 

繰延税金資産 17,811 7,768 

その他 － 7,960 

貸倒引当金 △2,747 △5,733 

流動資産合計 1,622,336 2,096,207 

固定資産    

有形固定資産 44,296 41,324 

無形固定資産 18,432 21,262 

投資その他の資産    

敷金 107,406 98,857 

破産更生債権等 659 659 

繰延税金資産 5,861 311 

その他 1,424 1,424 

貸倒引当金 △659 △659 

投資その他の資産合計 114,691 100,592 

固定資産合計 177,420 163,179 

資産合計 1,799,757 2,259,387 

負債の部    

流動負債    

買掛金 148 － 

未払金 18,837 19,763 

未払費用 33,520 21,537 

未払法人税等 113,739 43,548 

未払消費税等 32,549 21,533 

前受金 29,430 19,119 

預り金 5,339 329,672 

賞与引当金 15,000 7,940 

本社移転損失引当金 4,610 － 

流動負債合計 253,176 463,114 

負債合計 253,176 463,114 

純資産の部    

株主資本    

資本金 80,000 80,992 

資本剰余金 963,260 964,250 

利益剰余金 503,320 751,141 

自己株式 － △111 

株主資本合計 1,546,580 1,796,272 

純資産合計 1,546,580 1,796,272 

負債純資産合計 1,799,757 2,259,387 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
（自 平成26年８月１日 

  至 平成27年４月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成27年８月１日 

  至 平成28年４月30日） 

売上高 650,687 901,609 

売上原価 48,212 67,758 

売上総利益 602,475 833,851 

販売費及び一般管理費 242,866 426,924 

営業利益 359,608 406,926 

営業外収益    

受取利息 56 276 

消費税差額 － 240 

受取保険金 － 154 

償却債権取立益 15 － 

雑収入 8 4 

営業外収益合計 80 675 

営業外費用    

上場関連費用 11,027 － 

一部指定関連費用 － 20,163 

営業外費用合計 11,027 20,163 

経常利益 348,661 387,439 

特別利益    

固定資産売却益 49 － 

特別利益合計 49 － 

特別損失    

減損損失 381 － 

本社移転損失引当金繰入額 4,613 － 

本社移転関連費用 1,590 － 

特別損失合計 6,585 － 

税引前四半期純利益 342,126 387,439 

法人税、住民税及び事業税 121,952 124,024 

法人税等調整額 4,747 15,593 

法人税等合計 126,699 139,617 

四半期純利益 215,426 247,821 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する事業年度から法人税

率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の35.36%から平成28年８月１日に開始する事業年度及び平成29年８月１日に開始する事業年度

に解消が見込まれる一時差異については34.81%に、平成30年８月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一

時差異については、34.59%となります。

 なお、この税率変更による当事業年度における影響は軽微であります。

 

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成27年４月30日） 

当社は、不動産投資ポータルサイト事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年８月１日 至 平成28年４月30日） 

当社は、不動産投資ポータルサイト事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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